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現 在 、 高 松 塚 古 墳 壁 画 の 修 理 は 、 国 宝 高 松 塚 古 墳 壁 画 恒 久

保 存 対 策 検 討 会 （ 第 ９ 回  資 料 ４ － １  平 成 １ ９ 年 ９ 月 ２ ８

日 ） で 報 告 、 承 認 さ れ た 作 業 方 針 に 従 い 、 ク リ ー ニ ン グ を 中

心 に 、 一 部 、 漆 喰 層 の 強 化 処 置 を 進 め て い る と こ ろ で あ る 。

並 行 し て 、 随 時 、 壁 画 の 現 状 地 図 の 作 成 も 実 施 し て い る 。  
 
 

ク リ ー ニ ン グ に つ い て は 、 四 級 ア ン モ ニ ウ ム 塩 （ 溶 液 ） や

次 亜 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム （ 溶 液 ） 等 を 用 い な が ら 、 壁 面 の 状 態

に 応 じ た 処 置 を 実 施 し て い る 。漆 喰 層 の 強 化 処 置 に つ い て は 、

「 ふ の り 」（ 海 藻 を 原 料 と し た 天 然 接 着 剤 。生 物 対 策 に 鑑 み 供

雑 物 を 精 製 し て 使 用 ） や セ ル ロ ー ス 誘 導 体 等 を 用 い な が ら 、

壁 面 の 状 態 に 応 じ た 処 置 を 実 施 し て い る 。  
こ れ ら の 作 業 に よ り 、 処 置 を 実 施 し た 部 分 に つ い て は 一 定

程 度 以 上 の 効 果 が 得 ら れ つ つ あ る 。  
 
 
修 理 の 具 体 的 な 方 法 に つ い て は 未 だ 試 行 錯 誤 を 繰 り 返 し て

い る と こ ろ で あ り 、 今 後 も 多 様 な 処 置 方 法 を 検 討 し て い く つ

も り で あ る が 、 当 面 は 上 記 方 法 等 に よ り 修 理 作 業 を 進 め て い

く 予 定 で あ る 。  
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高松塚古墳壁画修理進捗状況（天井３） 
 

 
天井３ クリーニング作業前 

 

天井３ クリーニング作業後 

           

 

 

次亜塩素酸ナトリウム使用前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次亜塩素酸ナトリウム使用後 

 

 

 

 

 

 

 

（①部分拡大） 



 

 

四級アンモニウム塩使用前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四級アンモニウム塩使用後 

 

 

 

  

 
 
原寸分割現状地図の作成進行表 

  天井 1 天井 2 天井 3 天井 4
東壁 3

女子 

西壁 3

女子 

東壁 2

青龍 

西壁 2

白虎 

東壁 1 

男子 

西壁 1 

男子 

北壁 

玄武 

漆喰層の欠失 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

表層面の損傷   △ ○ ○ ○   △ ○   ○ △ 

亀甲状の亀裂 ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○   ○ ○ 

漆喰の陥没     ○ ○ ○     ○       

黒スス黴 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △  ○ △ 

バイオフィルム △  △ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ ○ △ 

流入土・土塊         ○             

○は終了済み、△は現在作業中の部分、△は今年度中に終了予定の部分を示す 

（②部分拡大） 


